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取扱説明書

安全に関する警告について

本機には、 印をつけた警告表示ラベルを貼付しています。

安全上、特に重要な項目を示しています。警告を守り、安全な

作業を行ってください。

警告表示について

その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を

負うことになるものを示します。

その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれ

がある、または物的損害の発生が予測されるものを

示します。

危険

警告

注意

その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を

負う危険性があるものを示します。

ごあいさつ

このたびは、バロネス管理機・乗用薄目土散布機 MS300 をお買上げいただき

ましてまことにありがとうございます。

この取扱説明書は、正しい取扱方法と調整方法、また点検方法について説明し

ています。機械をご使用になる前に必ず本書をお読みいただき、内容を十分にご

理解の上ご使用ください。

なお、工場出荷時には十分な試運転、検査を重ねた上で出荷しておりますが、

機械が本来の性能を発揮するためには、取扱方法や作業前後の点検、調整・給油

等の日常の管理が大きく影響します。いつまでも優れた性能を発揮させ、安全な

作業をしていただきますようお願いいたします。

= ご注意 =

●	本機は、型式が順次変わっている場合があります。機械に関するお問合せの節は、

必ず型式・製造番号を併せてご通知くださいますようお願いいたします。

●	なお、本書記載事項は、予告なしに変更する場合があります。

注意

●	この取扱説明書に記載されているマークおよび機械に使用されている警告表示

ラベルは、安全確保のための説明が書かれています。操作手順や安全注意事項

を注意してお読みいただき、十分ご理解の上この機械をご使用ください。

●	マークや説明文はきれいに保ち、なくなったり損傷があった場合は、新しいも

のと交換してください。なお、本機に貼られている警告表示ラベルは、絶対に

はがさないでください。

取扱説明書参照
警告マーク

（高圧オイル） 注意マーク
（ベルト等回転部）

グリース
50h

注意マーク
（飛散物注意）

注意マーク
（はさまれ注意）

記　号

注意マーク
（スパウト揺動部の叩かれ注意）

燃料

危険マーク
（火気厳禁）

警告マーク
（安全のための衣服）
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ラベル貼付位置図
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②	 注意

7)	 本機を貸す場合の注意事項

①	 注意

8)　高圧オイルによる被害の防止

①	 警告 　

□	 高圧オイルが皮膚に吹付けられると、重大な損傷が起きます。

□	 高圧ライン・ホース・接手を外す前に、圧力を逃がすこと。

□	 運転を始める前に(高圧になる前に)全ての接手の締め具合を確認する

こと。

□	 高圧ラインの小穴ノズルには、手や身体を近づけないこと。

□	 漏れの点検には、小さな厚紙を使うこと。

□	 もし、高圧オイルが皮膚に吹付けられたら、２〜３時間以内に医師

の手当を受けること。

9)	 スライドシートについて

①	
注意

　

	 前方位置ではレバーがカバーに当たり、開ききらず、倒れ落ちてケ

ガをする危険があります。

10)	作業開始前の安全点検

①	
注意

　点検を行うときは、平坦な場所で行いサイドブ

レーキをかけ、エンジンを止めキーを抜いてください。

②	 ボルト・ナット類が緩んでいないかよく調べること。緩んでいると

きは、確実に締付けること。

③	 ブレーキ、ステアリング、タイヤ等の作動に異常がないか確認すること。

④	
注意

　全てのカバー類が、所定の位置にきちんと取付け

られているか確認してください。

1.	 安全作業のための注意事項
◆	 運転する前に正しい操作手順と安全確保のための注意事項を理解し

てから運転してください。

1)	 取扱説明書の保存

①	 機械の取扱いで分からないことがあったとき、取扱説明書を製品に

近接して保存していないため、自分の判断だけで対処して思わぬ事

故を起こすことがあります。取扱説明書は、分からないことがあっ

たときに直ぐ取出せるよう、製品に近接して保存しておくこと。

2)	 こんなときは運転しない

①	
注意

　次のようなときは運転しないでください。

□	 過労、病気、薬物の影響、その他の理由により作業に集中できないとき。

□	 酒を飲んだとき。

□	 機械操作が未熟な人。

□	 妊娠しているとき。

3)	 服装に関する注意事項

①	
警告

□	 袖や裾は、だぶつきのないものを着用する。

□	 ズボンや上着は、だぶつきのないものを着用する。

□	 作業に適した保護器具、メガネ・靴・ヘルメット・手袋などを着用する。

□	 はちまき、首巻きタオル、腰タオル等はしない。

4)	 緊急時の対応について

①	 緊急時への対応として消火器・救急箱等を準備しいつでも使えること。

5)	 マフラ・エンジン回りのごみは取除く

①	
警告

　  エンジン冷却風入口、エアクリーナ空気

取入口、マフラ、エキゾーストパイプ部にゴミなどの異物がたまり

ますと、エンジン不調、オーバーヒートなど火災の原因になります

ので、すみやかに作業を中断し、過熱部が十分冷めるのを待って、

取除いてください。

6)	 夜間走行・作業の禁止

①	 警告

作業に適した服装をし

てください。

高圧オイルによる被害を防止する

ため次のことに注意すること。

本機は照明装置を備えていませんので、夜間や天

候不良など、視界の悪いときは走行、作業は行わ

ないでください。

本機は型式認定を受けておりませんので一般道路

の走行は出来ません。

点検・整備等でシートを上げ、前 (ハン

ドル )側に倒す際は、先にシートをスラ

イドさせ、最後部まで移動してください。

本機を貸すときは、必ず「取扱説明書」を

よく読んでから作業するようにしてくだ

さい。
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⑨	 作業中異常振動や異常音の発生等、機械の異常を認めたら直ちにエ

ンジンを停止して原因を調べ、完全に補修した上で再使用すること。

⑩	
注意

　作業中のエンジンは、非常に高温です。

マフラ・エンジン本体等に手や肌および燃え易いものを近づけない

でください。

⑪	 危険

⑫	 注意 　

⑬	 注意 　

	 　

13)	作業後の安全点検

①	 調整・修理及び清掃を行うときは、平坦な場所で行いサイドブレー

キをかけ、エンジンを止めキーを抜くこと。

②	 エンジンの調整は、エンジンが冷えてから行うこと。

③	 　

④	
危険

　

⑤	 警告 　油圧ホース・継手類は、しっかり

取付けてあるか締付け具合を確認すること。

11)	エンジンを始動させるときの注意事項

①	
注意

　周囲の安全を確認し、子供や関係のない人は遠ざ

けてから一人で操作してください。

②	 子供には運転させないこと。

③	 サイドブレーキがかけてあるか確認すること。

④	 運転席以外から始動しないこと。

⑤	 始動させるとき走行ペタルに足を乗せないこと。急発進し大変危険です。

⑥	 警告 　

⑦	 エンジンを始動し、サイドブレーキを解除したとき、機械が動き出

すことはないか確認すること。もし動くときは、走行ペタルの中立

位置を調整すること。

12)	作業中の注意事項

①	 傾斜や段差のきつい場所から、グリーンへの出入りは避けること。

②	 プレイヤーが近くにいないか確認すること。打球が飛んできて危険です。

③	 本機には、ブレーキペタルがありません。制動は油圧駆動の油の流

れを止めて停止させる構造であるため、スピードを出しすぎると急

停止できず横転・衝突の危険があります。

④	 どのような場合でも、緊急停止ができる速さで運転し急発進、急ハン

ドルはしないこと。特に坂道を下るときは必ず低速走行してください。

⑤	 走行ペタルを急に強く踏まないこと。前輪が跳ね上がり危険です。

⑥	 転倒やスリップの危険がある場所では、運転しないこと。

⑦	 運転席を離れる場合は、機械を水平な地面に駐車すること。運転席

を離れる前に、エンジンを止めサイドブレーキをかけキーを抜くこ

と。

⑧	 ホッパの上に人を乗せると、転落しケガをすることがあります。

	 また、物を載せて走行すると落下し、周囲の人へケガを負わせるこ

とがあります。ホッパの上には、人や物等は載せないでください。

室内及び換気の悪い場所では、エンジ

ンをかけないこと。排ガスは有害な一

酸化炭素が含まれています。

燃料補給は、エンジンを止めて

からエンジンを冷やして補給

し、燃料がこぼれたらきれいに

拭取ること。

エンジンスパークやマフラ熱等から引火することがあります。

また、燃料タンクのキャップも忘れずに締付けてください。

バッテリの手入れを行うときは、タバ

コを吸わない、裸電球を近づけない、

ターミナル間に金属が接触しない等に

気を付けること。

持上げられた作業機あるいは本体の下で、作業を行う場合、

確実に固定し、適切な支えを設けること。

散布作業中、スパウト揺動部に手や足を

入れると叩かれケガをすることがありま

す。周囲に人を近づけないでください。

スパウトで叩かれるので注意

散布作業中、飛散物が当たりケガをす

ることがあります。周囲に人を近づけ

ないでください。
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⑤	 無断で機械の改造をしないこと。機能不良や危険の原因になります。

⑥	 注意

⑦	 タンクに燃料が入ったままの機械を、屋内保管しないこと。

⑧	 機械にシート等を覆いかける場合は、エンジンが冷えてから行うこと。

2.	 仕　様

3.	 各部の名称
注意マークや説明文は常にきれいに保ち、無く

なったり、損傷がある場合は、新しいものに取替

えてください。
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4-4.	燃料の点検

・	 燃料タンクは機体左後部にあります。

・	 燃料が不足していたら無鉛ガソリンを入

れてください。給油の際入れ過ぎないこ

と。燃料タンク容量は 10L です。

危険  燃料補給時は火気厳禁です。

4-5.	バッテリ液の点検

バッテリの液面が各槽共、上限と下限の

間にあるか調べます。もし不足していた

ら補給してください。

	

注意 　詳細はバッテリ取扱説明書を参照してください。

4-6.	エアクリーナの点検

・	 エンジン頭部のクリーナカバーを取外

し、内部のウレタンフィルタの汚れを

点検します。

・	 汚れている場合は、ウレタンとカート

リッジを分離させて清掃してください。

4-7.	タイヤの点検

タイヤの空気圧が適性であるか調べます。前輪・後輪 ( ノーマルタ

イヤ )80kPa(0.8kgf/cm2) 後輪 (ワイドタイヤ )140kPa(1.4kgf/cm2)

が適性です。また、亀裂、損傷、異常磨耗等がないか調べてください。

4-8.	ベルトの点検

注意 　

4.	 使用前の点検

4-1.	エンジンオイルの点検

注意
　詳細はエンジン取扱説明書を参照してください。

・	 オイルディップスティックを抜き、先端

をきれいに拭き取り、それを給油口へ差

込んでキャップを確実にねじ込み、再び

引抜いて点検します。

・	 油面が上限と下限の間にあるか確認して

ください。もし、不足していたら補給し

てください。

注意
　オイルディップスティックはオイルフィラーの曲がり

に合わせ挿入し、オイルディップスティックキャップ、オイル注入

プラグは確実にねじ込んでください。締めが不十分な場合クランク

ケース内の負圧が保たれず、エアクリーナへのオイル上がりを起こ

します。

4-2.	油圧オイルの点検

・	 機体を水平な場所に停止させてください。

・	 機体左側の油量ゲ−ジのほぼ中央に油面

が見えるか確認してください。

・	 もし不足していれば補給してください。

・	 オイルは「シェルテラス S2M46」です。

4-3.	油漏れの点検

警告
　機体の下を検査し、オイル等の漏れが

ないことを確認してください。油量が減っている場合は油圧ホ−スの

継ぎ金具、油圧配管の連結部、ポンプ、シリンダ等の継ぎ金具から

の油漏れを調べてください。

油量ゲージ

油圧タンク

ＵＰＰＥＲ
ＬＥＶＥＬ

上限

ＬＯＷＥＲ
ＬＥＶＥＬ

下限

燃料ゲージ

エンジンを止め、ベルトの中央を指で押さ

え張り具合を調べます。緩い場合は 10ペー

ジ 6-1.ベルト張り調整に従ってください。
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4-9.	各部のゆるみ

各部にはボルト止めが多く使わ

れています。機械の使用に伴い

ボルト・ナット等に緩みが出る

場合がありますので、増締めを

必ず行ってください。

5.	 走行及び散布作業

5-1.	エンジンの始動

①	 燃料コックを開きます。コックは燃料タンクの下側にあります。

②	 チョークノブを引きます。

	 ( 再始動の場合は、必要に応じ半分位い引きます。)

③	 スロットルレバーを低速（LOW）位置より少し上にします。

④	 キーを差込み右へ回します。

⑤	 エンジンの始動後チョークノブをゆっくり戻します。

⑥	 負荷をかけずに約５分間低速回転で暖気運転をします。

⑦	 スロットルレバーを徐々に高速（HIGH）位置へ移動さ

せます。

= ご注意 =

◆	 エンジンがかかっているときにキーを回さないでください。

◆	 再始動には、フライホイールが止まっていることを確認してくださ

い。セルモータが回りピニオンギヤを破損させます。

5-2.	エンジンの停止

①	スロットルレバーを下げエンジン回転を低速回転にします。

②	キーを 左へ回し OFF にします。

= ご注意 =

◆	 チョークノブを引いて、エンジンを停止させないでください。バッ

クファイアが発生したりエンジンを損傷することがあります。

◆	 機械を運搬するときは、必ず燃料コックを閉めてください。

H I G H

O F F
O N

S T

作業開始

作業停止

キーを回す

レバーを下げる①

②

M6

M8

M10

M12

M14

普通ボルト

			8	（80）

	18（180）

	36（360）

	60（600）

	90（900）

調質ボルト

				36	（360）

				72	（720）

120（1200）

適正締付トルクN･m	(kgf･㎝)

燃料タンク

燃料コックを開く

チョークノブ

引く

H I G H

O F F
O N

S T

スロットルレバー

少し上げる

O F F
O N

S T

キーを回す



-9-

5-3.	走行ペタルと作業速

1)	 走行ペタル

	 前進→前方をゆっくり踏込む　

	

	 後進→後方をゆっくり踏込む

	

	 停止→ペタルより足を離す

2)	 作業速 ( オプション )

①	 作業速を一定にするには、シート右側にある作業速さ調節レ

バーを調整します。

②	 レバーを引くと走行ペタル踏み代が少なくなり、スピードが出

なくなります。

③	 ハンドルステーパイプに取付けてある速度計をみて適切な位置

でレバーを固定してください。

④	 移動時にはレバー頭のボタンを押しながら、レバーを一杯まで

降ろしてください。

⑤	 微調節はワイヤのアジャスタボルトで行ってください。

5-4.	散布作業

①	 散布量調整ストッパを調整します。(5-5. 散布量の調整参照 )

　

②	 フローデバイダを調整します。(5-5. 散布量の調整参照 )

③	 5-1. エンジンの始動に基づいてエンジンを始動します。

④	 タコメータを見ながらエンジン回転速度を 3000 〜 3100rpm にします。

⑤	 作業開始スイッチを入れます。( 作業機用ランプが点灯し、スパウ

トが動きます )

⑥	 走行ペタルをゆっくり踏込み走行させます。

⑦	 走行時に散布レバーを下げ、散布ゲートを開けるとホッパ内の物が

スパウトから散布されます。

　

注意
　散布作業中、スパウト揺動部に手や

足を入れると叩かれケガをすることがあります。また飛散物が当た

りケガをすることがあります。周囲に人を近づけないでください。

レバーを引くと

スピードが出なくなる

シート

後進

前進

停止

２

０

４

６
８

１
０

ストッパを調整

作業開始

作業停止
OFF

作業開始スイッチを入れる

２

０

４

６

８
１
０

散布レバーを下げる

ストッパに当たるまで
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5-5.	散布量の調整

散布量の調整は、フローデバイダ及び散布量調整ストッパで調整で

きます。下記の表を参照して開度を決めてください。

①	 フローデバイダの調節による作業機部の回転速度

この表は作動油の温度が上昇した状態で、作業機部が回転を始める

位置を目盛 0とした場合の回転速度の目安です。

◆	 通常は焼砂を使用し、作業機部の回転速度は 400rpm( フローデバ

イダ目盛：1 4/8) 前後で作業してください。

②	 散布量調整ストッパの開度別散布量

開　		　度

30

1 2 3 4

－

－

15 45

0.140.05 0.09

量			（L/min)

厚　		　さ	（㎜)

(焼砂散布,作業機部の回転速度:400rpm,散布幅:4m,作業速:5km/h)

200

7 8 9 10

120

0.36

150 230

0.690.45 0.60

5 6

60

0.18

90

0.27

5-6.	駐車

注意
 　駐車時は機械を水平な地面に駐車しハンドル左

横にあるサイドブレーキレバーをいっぱいに引いてください。ブレー

キの効きがあまいときには、車輪止めを使用して固定してください。

6.	 各部の調整

6-1.	ベルト張り調整

注意
　テンションプーリを動かすことにより、ベ

ルトを張ります。調整ナットをスパナ等でねじ込んでください。

	 Ｖベルトのサイズは OLA36 です。

6-2.	チェ−ン張り調整

①	 フロントカバーを取外します。

②	 チェーン両端に付いている M8ナットを締込むことによりチェーンを

張ります。

テンションプーリ

調整ナット

切れ角調整ボルト

Ｍ８ナット
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6-3.	前輪切れ角の調整

①	 フロントカバーを取外します。

②	 ハンドルを左右どちらかに切りますと、チェーンホイルの下に切れ

角調整ボルトが見えます。

③	 ロックナットを緩め、調整ボルトのねじ込み長さを変えることによ

り前輪切れ角を調整します。

6-4.	走行ペタルの中立出し

注意
 走行ペタルを踏まなくても、前進または後進する場合

は、中立が出ていません。次のように調整してください。

手順

①	 機体をジャッキアップし、三輪共も浮かせます。

②	 右ステップ下側のネジロッドの M8 ナット（右ネジ及び左ネジ）を緩

めます。

③	 エンジンを始動し高速回転にします。

④	 車輪が完全に止まる位置になるようにネジロッドの長さを調節し、

ネジロッドの M8 ナットを締付けます。

⑤	 エンジン回転が中・低速でも、車輪が動かないことを確認してくださ

い。

走行ペタル

右ステップ

ピロボール
ロッドエンド

ネジロッド

M8ナット(左ネジ)

トラニオンレバー

ピロボール
ロッドエンド

走行ペタル

M8ナット(右ネジ)

6-5.	サイドブレ−キ

	 サイドブレーキワイヤが伸びましたらワイヤの両端に付いているア

ジャスタボルトをスパナ等で回してワイヤを張ってください。

		

6-6.　機体が動かなくなった場合

	 エンジントラブル等で自走できなくなった場合、ポンプの圧力をフ

リー状態にさせます。それには、油圧ポンプ頭部の操作ピンの方向

を入力軸に対して、直角方向になるように操作ピンを 4mm 押込んで

90 度まわしてください。

6-7.　速度計の設定

速度計の電池交換の際、タイヤの周長は 750 に設定してください。

注 意

通常の状態 圧抜の状態

操作ピン

4mm
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7.	 各部の保守・点検

注意 　保守・点検の注意

・	 実施する保守・点検を熟知してください。

・	 保守・点検は乾燥したきれいで平坦な場所で実施してください。

・	 エンジンは必ず停止し、それを確認してから作業を行ってください。

・	 機械が作動中は、給油や保守・点検をしないでください。

・	 駆動、作動部分には手足を近づけないでください。

・	 全部品は良い状態で正しく取付けてください。

・	 損傷部品は直ちに修理、交換してください。

・	 摩耗損傷部品は交換してください。

・	 機械の改造はしないでください。整備上の必要部品は、安全確保の

ため純正部品を使用してください。

・	 ゴミやグリース、オイルの付着は取除いてください。

・	 電気系統のメンテナンスをする前には、バッテリのマイナス ( − ) 

配線を外してください。

・	 機体を上げたまま作業するときは、

	 安全で確実なサポートをしてください。

7-1. エンジンオイル及びオイルフィルタの交換

注意 　　　　　
詳細はエンジン取扱説明書を参照してください。

1)	 エンジンオイルの交換

	 オイル交換は、エンジンを停止し、暖まっているときにドレンプラ

グより抜きます。

		 第１回目		  ８時間運転後

		 第２回目以降	 ５０時間運転毎

		 オイル量		  約 1.6L（乾燥時）

 		 SAE 粘度		  夏期 SAE30

 	  			   冬期 SAE20

2)	 オイルフィルタの交換

	 100 時間運転毎、もしくは

シーズン毎のいずれか早い

時期に交換してください。

　7-2. 油圧オイル及びカ−トリッジフィルタの交換

1)	 油圧オイルの交換

		 第１回目			   100 時間運転後

		 第２回目以降		  500 時間運転毎

		 油圧タンク油量		  16.5L

		 指定オイル		  シェルテラス S2M46、または相当品

= ご注意 =

◆	 オイルが乳化、または透明度が少しでも悪くなったときは即交換し

てください。

2)	 カ−トリッジフィルタの交換

	 油圧装置の故障の大部分は、油の汚染によります。油中に混入して

いる不純物を取除くため早めに交換してください。

第１回目

・100 時間運転後

第２回目以降

・250 時間運転毎

給油口

ドレンプラグ

オイルフィルタ
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7-3.	エアクリ−ナの清掃

注意 　詳細はエンジン取扱説明書を参照してください。

・	 エアクリーナは、空気中の塵埃を取除き、きれいな空気を供給する

ために重要な部分であり、内部の汚れがひどくなるとエンジン不調

を起こしエンジン寿命を極端に短くします。

・	 クリーナカバーを取外し、ウレタンフィルタとカートリッジの部分

を分離させて清掃してください。

1)	 ウレタンフィルタの清掃

①	 せっけん水できれいに洗い、絞ってからよく乾燥させます。

②	 エンジンオイルを適当にしみ込ませてからカートリッジに取付けます。

2)	 カ−トリッジの清掃

①	 カ−トリッジを取外し、軽くたたいてホ

コリを落としてください。

②	 汚れがひどい場合は、交換してください。

③	 部品がない場合は、温かい石鹸水の中で

すすぎ洗いをしてから水道水をカート

リッジの内側から外側に流し自然乾燥を

充分にしてください。

= ご注意 =

カートリッジを劣化させますので、つぎの事柄はしないこと。

◆	 化学洗剤や灯油等でカートリッジを洗浄しないでください。

◆	 カートリッジにオイルを含ませないでください。

◆	 高圧エアをかけて乾燥させないでください。

7-4.	バッテリの点検

危険  詳細はバッテリ取扱説明書を参照してください。

バッテリ液は、蒸発して減少します。

不足しているときは規定量まで蒸留水を

補給してください。

バッテリの点検や充電時は火気厳禁で

す。また、バッテリ液は希硫酸ですので

身体や車体に付けないでください。

もし付着した場合は直ちに水でよく洗

い、特に目に入ったときや飲込んだ場合は、速やかに医師の治療を

受けてください。バッテリからケーブルを外すときはマイナス側か

ら外し、取付けるときはプラス側から取付けてください。逆にする

と工具等が機体に接触した場合、ショートして火花を生ずる恐れが

あります。

バッテリケーブルを接続するときは、プラスとマイナスを間違えな

いようにしてください。もし、間違えた場合、バッテリやバッテリ

電装品を損傷させます。（赤色ケーブルはプラス側です）

7-5.	グリ−スアップ

・	 グリースニップルの付いている箇所へは

定期的にグリースアップをしてください。

・	 本体後部の作業機部のグリースニップル

には特にグリースアップをしてください。

7-6.	電気配線の点検

	 タ−ミナル部の緩み、接続不良、コード類の折れ、断線、外部との接

触は、電気部品の性能を損なうだけでなく、ショート（短絡）、漏電

または焼損など思わぬ事故になることもあります。老化して傷んだ

配線は、早めに交換修理をしてください。

7-7.	その他、部品の点検

	 ベルト、各種シール、油圧ホース、チエーン、カップリング、ワイヤ、

プーリ、タイヤ等は、定期的に点検整備を行ない随時部品交換して

ください。

ＵＰＰＥＲ
ＬＥＶＥＬ

上限

ＬＯＷＥＲ
ＬＥＶＥＬ

下限

グリースアップ 5 0 h

カートリッジ

ウレタンフィルタ
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7-8.	メンテナンス一覧表

=ご注意 =

◆	 上表の時間にとらわれず、必要に応じて早めに実行してください。

◆	 メンテナンス等に必要な工具は、目的にあったものを使用してください。

7-9.　長期保管について

・燃料の抜き取り

燃料タンクおよび気化器内の燃料を抜き取ってください。

・清掃、オイル交換

本機およびエンジン等をきれいにし、エンジンオイル、エアクリー

ナオイル、エレメントの点検交換をしてください。

・注油

各部の摺動部に注油してください。

・バッテリ

バッテリを機体から取外し、充電してから風通しの良い屋内に保管

してください。

・タイヤの空気圧

標準よりやや高めにし、湿気から守るために板の上に乗せてください。

・格納場所

雨のかからない乾燥した場所で、カバー等をかけてください。

8.	 電気配線図

メインテナンス項目

エ
　

ン
　

ジ
　

ン

オイルレベルのチェック

オイル交換

オイルフィルタ交換

エアクリーナ・エレメント清掃

エアクリーナ・カートリッジ清掃

燃料フィルタ交換

スパ－クプラグ交換

バルブクリアランス点検

油圧オイル交換

カートリッジフィルタ交換

サイドブレーキワイヤ調整

Ｖベルト交換

グリ－スアップ

油圧ホ－ス

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

時
間
毎

時
間
毎

時
間
毎

時
間
毎

時
間
毎

毎
　

日

毎
　

年

機
　
　
　

体

25 50 100 250 500

最初は8時間

最高1年で交換

最初は100時間

最初は100時間

4年毎交換

備　	考

ステアリングチェーンの張り

ゴミ等の除去

○

○

詳細はエンジン、バッテリ取扱説

明書を参照してください。
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9.	 油圧回路図
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パーツカタログ

ご注意

（本機お問合せについて）

型式が順次変更になっている場合がありますので、機械の型式と製造番号をあわせてご通知

くださるようお願いいたします。

なお、本書記載事項は予告なしに変更することがあります。

（部品注文について）

部品は電算機にて管理しておりますが誤送の原因ともなりますので、部品注文の際は必ず

カタログ番号・コード番号・部品名称でご注文ください。

例　　　カタログ番号　　　　　　コード番号　　　　　　部品名称　　　　　　個数

	 	 	 	 	 	 　　8 − 43　　　　　　  MS300 −− 0610Z0　　 ブロカスカバー COMP　  　  1　　　

ーパーツカタログー
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1  フレーム部
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2  ハンドル＆後輪部
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3  前輪部
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4  エンジン＆ハンドルスイッチ部
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5  エンジン＆テンション部
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6  油圧部 1
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7  油圧部 2
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8  カバー部
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9  電気配線＆付属工具部
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10  作業機部ハウジング
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11  作業機部サンプ
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個数コ	ー	ド	番	号 部		品		名		称
ｶﾀﾛｸﾞ
番号 コ	ー	ド	番	号 部		品		名		称

ｶﾀﾛｸﾞ
番号

ＰＤ７４４５３

ＰＤ７４４５４

ＰＤ７４４３３

ＰＤＢＣ０６０２０

ＰＤＯＲＰ２５５

ＰＤ０８２３１７

ＰＤＢＣ１００３０

ＰＤＰＭ０８１６

ＰＤ７４４５５

ＰＤ７４４５６

ＰＤＢＣ１００４０

ＰＤ７４４６０

ＰＤＮＵ１２

ＰＤＢＣ０６０２０

ＰＤ４６９３３

ＰＤＷＳＳ１０

ＰＤＮＳ１０

ＰＤＮＳ０６

ＰＤＷＳＳ０６

ＰＤＷＳＡ１２

ＰＤ１３４００１００００

ＰＤＢＺ１２０６０

ＰＤ１３４０００００００

ＰＤＷＲＡ１２

ＰＤ１３４００１ＡＳＹ

ＰＤ１３４００１ＳＥＴ

ディスクプレート

ホッパープレート

リング(6ナイロン)

ステンレスボルト	M6×20

Oリング	P255

スクレーパシャフト

ステンレスボルト	M10×30

ベータピン	8×1.6

スクレーパ

プレート

ステンレスボルト	M10×40

ブラケット

Uナット	8	M12

ステンレスボルト	M6×20

アジテータ

ステンレスバネザガネ	2ゴウ	M10

ステンレスナット	1シュ	M10

ステンレスナット	1シュ	M6

ステンレスバネザガネ	2ゴウ	M6

バネザガネ	3ゴウ	M12

スパウトCP

ボルト	8.8	M12×60

スパウトオサエ

ヒラザガネ	M12

スパウトAss'y

スパウトセット

1

1

1

3

1

1

3

1

1

1

2

1

2

2

1

5	

2	

8	

2	

2

1

2

1

2

1

1

MS300

11‑	1

11‑	2

11‑	3

11‑	4

11‑	5

11‑	6

11‑	7

11‑	8

11‑	9

11‑10

11‑11

11‑12

11‑13

11‑14

11‑15

11‑16

11‑17

11‑18

11‑19

11‑20

11‑21

11‑22

11‑23

11‑24

11‑25

11‑26

11‑27

11‑28

ｵﾌﾟ
ｼｮﾝ備	考 個数

ｵﾌﾟ
ｼｮﾝ

備	考

○印はオプション

○

10516号機～

10516号機～

10516号機～

10516号機～

10516号機～

10516号機～

10516号機～
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12  作業機部フレーム・ホッパ・レバー・サブホッパ

26

（作業機部機番）

39

40

3
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MS300---PU--JPZ/11M-00-SPEC
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